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「契約業者取扱要領」及び「数値の算定及び等級の格付け要領」 

の一部改正について 

 

 

標記について、下記のとおり改正することとしたので、遺漏なきよう措置されたい。 

 

 

記 

 

 

（１）「契約業者取扱要領」（昭和 55 年 12 月１日付け港管第 3722 号）の一部を次のよ

うに改正する。 

 

附 則（令和３年３月１８日国港総第７２６号） 

１．本通達は、令和３・４年度の資格審査に係るものから施行する。ただし、平成 31・

32 年度の資格審査については、なお従前の例による。 

（等級に関する残留措置） 

２．第７条第１項第１号から第５号に掲げる工事に係る契約に関する資格について、

第８条の規定に基づき平成 31・32 年度の資格及び等級の決定を受けた有資格者（令

和３・４年度の資格の決定等級が平成 31・32 年度の資格の有効期間の末日におい

て決定されている等級（以下「従前等級」という。）から昇級した者に限る。）は、

局長等が定める日までに従前等級に留まることを希望することができる。 

３．前項の希望をした者については、令和３・４年度の資格の等級は従前等級を決定

するものとする。この場合、改めて第９条の規定に基づく通知を行うものとする。 

 

 

 

（２）「数値の算定及び等級の格付け要領」（昭和 55 年 12 月１日付け港管第 3722 号）

の一部を次のように改正する。 

 

附 則（令和３年３月１８日国港総第７２６号） 

本通達は、令和３・４年度の資格審査から適用し、平成 31・32 年度の資格審査に

ついては、なお従前の例のとおりとする。 

 

 

  



別表 23 を次のように改める。 

 

 
 

 

 

 

別表 27 を次のように改める。 

 

 



別表 28 を次のように改める。 

 

 
  



別表 29 の（１）を次のように改める。 

 

 
 

 

 


